
第 66 回 全国国公立大学選手権水泳競技大会 

監督者会議資料  

 - 1 -

 

１．競技について 

(１) 本競技会は、2019 年度(公財)日本水泳連盟競泳競技規則にのっとり実施する。 

(２) 本競技会は、上訴審判団を設置する。 

(３) 競技は、予選は 10レーン、決勝は８レーンで、タイムスケジュール通りに行う。 

(４) すべての種目において予選・決勝を行う。 

(５) 決勝は、予選の結果上位８名（チーム）が出場できる。なお、決勝進出者は１校につき上位 2

名までとする。 

(６) 決勝進出は、同記録で予定人員を超えた場合、スイムオフを行う。 

(７) 補欠が同記録で複数いる場合、抽選を行う。補欠は 2名とする。 

(８) 招集は競技開始 20分前から行う。本人確認のため招集所には、ＩＤカード（日水連発行）また

は学生証を持参すること。招集所で水着の確認を行う。 

(９) 予選を棄権する場合は、所定の棄権届出用紙に記入し、当日８時 45 分までにリゾリューション

デスクに届け出ること。時間内に届け出をしなかった場合は、個人種目・リレー種目ともに棄

権料 3,000 円を徴収する。また、無断で棄権した場合は、さらに罰金 3,000 円を徴収する。決

勝を棄権することはできない。やむなく棄権する場合は、その予選競技終了後１時間以内に棄

権料 3,000 円を添えてリゾリューションデスクに届け出ること。棄権申告後、上訴審判により

棄権の受理および繰り上げ選手の決定を行う。 

(10) 計時バックアップは、半自動計時装置を使用する。 

(11) 背泳ぎのスタートの際にバックストロークレッジが使用できる。使用しない場合は、折返監察

員に申し出ること。レッジの位置調整は各自で行うこと。 

(12) 競技成立後は、折返監察員の指示によりプール横から退水すること。ただし、リレー競技の第

１泳者から第３泳者は自分のレーンから退水すること。 

(13) 選手紹介は、予選は組のみ紹介、決勝は入場ゲート前で選手紹介を行う。 

(14) リレーオーダーは次の締切り時間までに、リゾリューションデスクに提出すること。 

 

メドレーリレー フリーリレー 

男女 ４×100ｍ 
女  ４×50ｍ 

男 ４×100ｍ 

女 ４×100ｍ 

男 ４×200ｍ 

予選競技 ８：15 ８：15 ８：15 

決勝競技 ８：15 16：00 14：30 

① 所定の用紙を使用し、個人番号を必ず記入すること。 

② 個人番号はプログラムに掲載してあるものを記入すること。 

 

２．表彰について 

(１) １位から３位にメダルならびに賞状を授与し表彰する。４位から８位に賞状を授与する。 

(２) ３位入賞者（チーム）の表彰は、各競技終了後に行う。 

(３) 学校対抗は、優勝校には優勝杯ならびに賞状を、２位から８位までは賞状を授与する。 

(４) 賞状の受け取りは、２階総合受付で行う。 
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３．全体スケジュール 

日 時 事 項 開 門 
予選競技 決勝競技 

閉 門 
開始 終了 開始 終了 

８月９日(金) 公式練習日 13：00 練習時間 13：00 〜 18：00 19：00 

８月10日(土) 1日目 ７：30 ９：30 15：20 16：15 18：30 19：30(予定) 

８月11日(日) 2日目 ７：30 ９：00 14：00 15：00 17：15 18：15(予定) 

※ 開会式：８月 10(土) 8：50～／閉会式 8月 11 日(日) 決勝競技終了後（17：30～予定） 

※ 開会式：各大学代表者は、８：40 までに招集所に集合すること。 

 

４．プールの使用について 

(１) メインプール 

① 水深は 2.0m、水温は 28.0 度に設定する。 

② 「朝のウォーミングアップ」は、１日目は 8：40 まで、２日目は８：45 までとする。 

③ 昼休みの練習は、決勝競技開始 15 分前までとし、当日の決勝競技出場者のみとする。 

④ ８レーンをペースレーンとする。（クロールのスイムのみで使用可） 

⑤ ０レ一ンはスタート側から、９レ一ンは折返し側からのダッシュレ一ンとする。 

⑥ パドル、コード類の使用を禁止する（サブプール等も同様）。 

⑦ 公式スタート練習は、８：00～８：30 の間に行う。 

※ 公式練習日 ８月９日(金)は、16：00～17：00 の間に行う。 

(２) サブプール（25ｍ） 

① 水深は 1.2〜1.3ｍ、水温は 28.0 度に設定する。 

② ダッシュレーン、ペースレーンは設けない。 

 

５．会場の使用について 

(１) 開門時の入場方法：全日７：30～ ２階スタンド入口から入場。 

(２) 場所取りは役員の指示に従うこと。 

(３) スタンド席の割振りは各支部の大学間で調整すること。なお、シード校についてはあらかじめ

割り当てる（2階会場図参照）。 

(４) 各支部のスタンド席後部（側部）の外部デッキを控え場所とする。割振りは各支部の大学間で

調整すること。 

シード校は２階スタジオルームを割り当てる。スペースの利用範囲についてはシード校間で調整

すること（２階会場図参照）。 

(５) 大会期間中、猛暑、雨天および降灰など荒天に至る可能性があるので、メインプール２階外部

デッキにプライベートテントを設置する際は、強風等でテントが飛ばないように十分に注意す

ること。 

(６) プールサイド（アリーナ）ヘの出入りは、選手・監督・コーチ・マネージャー等すべて、１階

のアクアラウンジ・招集所および更衣室へ通じる選手用階段を利用すること。館内１階、プー

ルサイドでシューズ等を着用したい場合は必ず専用の上履きを準備し、履き替えること。 
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(７) 更衣室およびロッカーの使用について 

① 入室の際は、体の水気をしっかり取ること。（更衣室がすべりやすいので注意すること） 

更衣室は更衣のみの利用とし、控え場所としての使用および飲食は禁止とする。 

② ロッカーは、100 円のリターン式。ロッカーを使用する場合は、必ず施錠して盗難には充分注

意すること。ロッカーキーを紛失した場合は、鍵交換費用（実費）を徴収する。 

③ 荷物について 

競技終了後は、ロッカー・スタンド席の荷物は全て持ち帰ること（置き荷物は、忘れ物として

扱う）。毛布やシートなど持ち帰りに不便な大きな荷物は、９日・10日に限り、各支部の控え

場所に畳んでまとめておくことができる。まとめていない場合は回収する。なお、紛失・盗難

に関して、主催者・施設は一切の責任を負わないものとする。 

(８) 駐車場について 

会場は駐車場が無いので、公共交通機関を利用すること。近くの市営鴨池公園駐車場（有料）は、

大型バスやマイクロバスの駐車も可能だが、台数に限りがある。 

(９) 部旗の掲出について 

部旗は大会期間中、プール施設上部（キャットウォーク部分）に掲揚する。掲揚を希望する大学

は、大会前日に２階総合受付に部旗を預けること。撤去は大会２日目予選競技終了後および決勝

競技終了後に行い、２階総合受付で返却する。スタンド席の部旗の掲出は禁止する。 

 

６．注意事項、その他 

(１) プログラム訂正の受付は、本会議（監督者会議）終了時までとする。 

(２) 公式掲示板を２階入口付近に設置する。 

(３) プログラムは１校に１部無料配布する。また、２階総合受付において一部 2,000 円で販売する。 

(４) 決勝のスタートリストを、２階総合受付において一部 200 円で販売する。 

(５) マネージャーミーティングを毎日８：00より１階アクアラウンジ（招集所となり）で行う。 

２階総合受付で７：50までに受け付けを済ませ、アクアラウンジに集合すること。各大学１名

必ずご出席すること。 

(６) 選手は必ず所属する大学のユニフォームを着用すること。高校名・スイミングクラブ名等の入っ

たものは使用できない。 




